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若い世代にも手にとってもらうには?若い世代にも手にとってもらうには?若い世代にも手にとってもらうには?若い世代にも手にとってもらうには?

　年に４回発行している「しゅうなん議会だより」。
　このたび、高校生の視点から意見を聞き、より親しまれる議
会だよりの発行に生かすため、「ミニコン（委員会懇談会）」
の制度を活用し、市内の高校生との意見交換を行い、たくさ
んのご意見をいただきました。
　意見交換の様子を13ページで紹介しています。
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臨時会・定例会の 概要臨時会・定例会の 概要
　第１回臨時会を１月３０日に開催し、小学校普通教室空調設備整備事業に
係る事業契約の締結等の市長提出議案２件を審議しました。
　第２回定例会を２月２６日から３月１８日までの２２日間開催し、一般会計・
各特別会計・各企業会計の新年度予算、条例の一部改正、指定管理者の指
定等の市長提出議案４４件、委員会提出議案１件を審議しました。

　
本
議
案
は
、
整
備
済
み
の
鼓
南
小
、

八
代
小
を
除
く
小
学
校
２５
校
の
普
通
教

室
３
５
９
教
室
に
可
能
な
限
り
早
期
に

か
つ
一
括
導
入
を
図
る
た
め
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
に
よ
り
空
調
設
備
を
整
備
す
る
も

の
で
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
選
定
委
員
会
の

審
査
を
経
て
落
札
者
と
決
定
さ
れ
た
株

式
会
社
合
人
社
計
画
研
究
所
を
代
表
企

業
と
す
る
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
設
立
さ
れ

た
特
別
目
的
会
社
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
学
校
空
調

周
南
株
式
会
社
」
と
事
業
契
約
を
締
結

す
る
も
の
で
す
。

教
育
福
祉
委
員
会
で
の
審
査

問　
事
業
内
容
に
、
令
和
２
年
９
月
を

試
運
転
期
間
と
す
る
と
あ
る
が
、
す
ぐ

に
使
用
で
き
る
の
か
。

答　
８
月
３１
日
ま
で
に
整
備
を
完
了
し
、

９
月
１
日
か
ら
試
運
転
と
い
う
形
で
、

空
調
設
備
が
使
用
で
き
る
環
境
を
整
え

た
い
。

問　
事
業
実
施
に
当
た
り
、
地
元
へ
の

貢
献
は
行
わ
れ
る
か
。

答　
審
査
で
地
元
貢
献
度
を
高
く
評
価

し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
実
施

　
徳
山
大
学
公
立
化
を
総
合
的
に
検
討

す
る
た
め
、外
部
有
識
者
会
議
の
開
催
、

先
進
地
視
察
及
び
、
必
要
な
資
料
作
成

や
専
門
的
な
調
査
等
を
業
者
委
託
す
る

費
用
な
ど
、
１
３
８
４
万
７
０
０
０
円

の
事
業
費
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

予
算
決
算
委
員
会
で
の
審
査

問　
調
査
を
委
託
す
る
業
者
が
、
公
立

化
を
断
念
す
べ
き
と
判
断
す
る
可
能
性

は
あ
る
の
か
。

答　
業
務
内
容
は
、
経
営
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
や
情
報
分
析
な
ど
の
支
援
と
、

外
部
有
識
者
会
議
の
運
営
等
で
、
一
定

の
結
論
を
出
す
も
の
で
は
な
い
。

問　
調
査
委
託
を
す
る
業
者
は
、
公
立

化
を
前
提
と
し
た
情
報
収
集
と
な
ら
な

い
よ
う
、
公
正
で
客
観
的
な
調
査
機
関

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、

ど
の
よ
う
に
選
定
す
る
の
か
。

答　
中
立
的
な
立
場
で
客
観
的
に
、
ま

た
多
面
的
に
資
料
を
作
る
よ
う
、
調
査

を
す
る
趣
旨
を
業
者
に
説
明
す
る
。

問　
徳
山
大
学
が
存
続
す
る
こ
と
が
本

市
の
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
ど
う
生
か

さ
れ
る
の
か
を
具
体
的
に
示
す
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

　
本
議
案
は
、市
営
住
宅
、改
良
住
宅
、

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
入
居
の
手
続
に

お
い
て
、
連
帯
保
証
人
を
要
し
な
い
こ

と
と
す
る
と
と
も
に
、
民
法
の
一
部
改

正
等
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

環
境
建
設
委
員
会
で
の
審
査

問　
４
月
１
日
以
降
の
入
居
へ
の
対
応

は
。

答　
新
法
が
適
用
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ

ま
で
の
連
帯
保
証
人
が
、
緊
急
連
絡
先

と
な
り
、
緊
急
連
絡
先
へ
の
債
権
債
務

は
な
く
な
る
。

問　
既
に
連
帯
保
証
人
に
な
っ
て
い
る

人
へ
の
対
応
は
。

答　
新
年
度
に
入
っ
て
、
速
や
か
に
連

帯
保
証
人
か
ら
緊
急
連
絡
先
に
切
り
か

え
る
手
続
を
行
う
が
、
滞
納
が
あ
る
入

居
者
に
つ
い
て
は
、
滞
納
を
整
理
し
た

後
、
緊
急
連
絡
先
に
切
り
か
え
る
予
定

で
あ
る
。

問　
住
宅
の
明
け
渡
し
請
求
基
準
は
変

わ
る
の
か
。

答　
基
準
は
変
わ
ら
な
い
が
、
連
帯
保

の
た
め
、
市
内
に
本
店
を
置
く
特
別
目

的
会
社
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
事
業
期

間
の
あ
い
だ
、
本
市
に
納
税
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

問　
審
査
総
評
で
、
効
率
的
な
業
務
実

施
な
ど
の
工
夫
が
提
案
さ
れ
て
い
る
と

あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

答　
施
工
に
当
た
り
、
２５
校
を
グ
ル
ー

プ
分
け
し
て
進
め
る
形
を
構
築
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
ま
た
、
全
国
的
に
空
調
設

備
整
備
が
進
む
中
、
機
器
の
手
配
が
懸

念
さ
れ
る
が
、メ
ー
カ
ー
等
に
対
し
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
上
で
、
定

め
た
期
間
で
整
備
を
完
了
で
き
る
と
の

提
案
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

委
員
会
審
査
結
果　
全
会
一
致
で
可
決

答　
地
域
貢
献
や
学
生
が
町
に
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
町
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
な

影
響
が
あ
る
の
か
を
示
し
て
い
く
。

質
疑
終
了
後
、
委
員
か
ら
修
正
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

【
修
正
案
の
概
要
】

　
事
業
費
の
う
ち
、
徳
山
大
学
公
立
化

検
討
業
務
委
託
料
１
２
０
０
万
円
を
削

除
し
、
予
備
費
に
組
み
替
え
る
。

修
正
案
に
賛
成
、
修
正
案
を
除
く
原
案

に
賛
成

・
公
立
化
を
し
た
ら
徳
山
大
学
は
ど
う

変
わ
る
の
か
、
大
学
の
全
体
像
や
改

革
プ
ラ
ン
を
添
付
し
て
要
望
す
る
の

が
、
常
識
的
な
あ
り
方
で
あ
ろ
う
か

と
思
う
。

　
　
公
立
化
に
向
け
て
、
改
革
プ
ラ
ン

が
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
。
行
政

は
そ
の
改
革
プ
ラ
ン
が
提
示
さ
れ
た

時
点
に
お
い
て
、
大
学
と
同
じ
テ
ー

ブ
ル
に
つ
き
、
費
用
対
効
果
を
一
義

と
し
て
公
立
化
を
検
討
す
る
の
が
筋

で
あ
り
、
行
政
側
が
大
学
側
に
先
ん

じ
て
コ
ン
サ
ル
に
委
託
し
、
公
立
化

検
討
調
査
を
す
る
こ
と
は
拙
速
す
ぎ

証
人
を
要
し
な
い
こ
と
に
な
る
た
め
、

入
居
申
し
込
み
の
際
に
、
滞
納
が
生
じ

た
場
合
は
、
最
終
的
に
明
け
渡
し
と
な

る
と
い
う
こ
と
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

丁
寧
に
説
明
し
て
い
き
た
い
。

問　
他
市
の
状
況
は
。

答　
下
関
市
、
山
口
市
、
萩
市
及
び
本

市
の
４
市
が
廃
止
、
そ
れ
以
外
の
市
及

び
県
は
、
連
帯
保
証
人
を
２
名
か
ら
１

名
に
す
る
と
い
う
よ
う
な
対
応
を
と
る

と
聞
い
て
い
る
。

賛
成
討
論

・
市
営
住
宅
の
連
帯
保
証
人
は
、
非
常

に
過
酷
で
あ
り
、
大
き
な
課
題
だ
っ

た
。
こ
の
た
び
民
法
が
改
正
さ
れ
た

が
、
極
度
額
の
設
定
で
は
な
く
、
一

気
に
廃
止
す
る
と
い
う
形
で
解
決
を

図
っ
た
こ
と
は
、
非
常
に
よ
い
判
断

で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

委
員
会
審
査
結
果　
全
会
一
致
で
可
決

る
。

・
令
和
２
年
４
月
か
ら
は
公
立
化
推
進

室
が
動
き
出
し
、
推
進
の
立
場
で
進

ん
で
い
く
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
の
で
、

執
行
部
も
議
会
も
全
体
像
が
見
え
て

か
ら
、
落
ち
着
い
て
議
論
を
す
る
べ

き
で
あ
る
。

修
正
案
に
反
対
、
原
案
に
賛
成

・
客
観
的
か
つ
専
門
的
で
公
正
な
調
査

結
果
に
基
づ
い
て
、
公
立
化
の
是
非

を
判
断
す
れ
ば
よ
い
。

・
２
月
に
徳
山
大
学
側
か
ら
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
に
係
る
中
間
報
告
の
提
出
が

あ
り
、
一
定
の
評
価
を
す
べ
き
と
感

じ
て
い
る
。
市
民
、
議
会
に
わ
か
り

や
す
い
資
料
を
作
成
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
　
ま
た
、
外
部
有
識
者
会
議
の
委
員

は
、
公
平
公
正
な
方
を
選
任
さ
れ
る

こ
と
を
強
く
願
う
。

・
徳
山
大
学
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
経
済

効
果
等
も
し
っ
か
り
出
し
、
市
の
こ

れ
か
ら
先
の
あ
る
べ
き
姿
と
い
う
も

の
を
考
え
な
が
ら
、
議
員
と
し
て
正

確
な
情
報
を
市
民
に
説
明
を
し
て
い

き
た
い
。

・
徳
山
大
学
の
公
立
化
検
討
は
、
市
長

の
公
約
で
あ
り
、
市
民
と
の
約
束
で

も
あ
る
。

　
　
将
来
に
わ
た
っ
て
、
徳
山
大
学
を

ど
の
よ
う
に
公
立
化
し
て
、
生
か
し

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
重

要
な
課
題
で
あ
ろ
う
。
い
ち
早
く
検

討
に
入
っ
て
い
く
こ
と
が
、
妥
当
で

あ
る
と
考
え
る
。

委
員
会
審
査
結
果

修
正
案
を
賛
成
少
数
で
否
決
し
、
原
案

を
賛
成
多
数
で
可
決

　
可
決
後
、
委
員
か
ら
附
帯
決
議
案
が

提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
附
帯
決
議
を

付
す
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

【
附
帯
決
議
の
概
要
】

　

徳
山
大
学
の
公
立
化
は
周
南
市
に

と
っ
て
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
大
き
く

左
右
す
る
非
常
に
重
要
な
施
策
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
徳
山
大
学
側
か
ら
本

年
３
月
末
に
提
出
が
予
定
さ
れ
て
い
る

改
革
プ
ラ
ン
等
に
つ
い
て
十
分
な
精
査

を
行
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
周

南
市
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
総
合
的

な
見
地
か
ら
、
専
門
的
、
客
観
的
な
検

討
・
協
議
を
重
ね
、
市
民
益
や
周
南
市

の
ま
ち
づ
く
り
に
重
き
を
置
い
た
公
立

化
の
最
終
的
な
判
断
を
行
う
こ
と
。

　
そ
の
検
討
過
程
に
つ
い
て
は
適
時
市

民
及
び
議
会
に
説
明
す
る
こ
と
。

　
以
上
、
強
く
要
望
す
る
。

　
本
会
議
で
も
、
委
員
会
と
同
様
の
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
会
で
の
討
論

市営住宅
に関する
お知らせ

教育政策課
ウェブサイト 1月臨時会

3月定例会

事
業
契
約
締
結
へ

　
小
学
校
普
通
教
室
空
調
設
備
整
備
事
業

令
和
２
年
４
月
よ
り
、
市
営
住
宅
等
の

　
入
居
要
件
か
ら「
連
帯
保
証
人
」を
廃
止

可決
（全会一致）

可決
（全会一致）

3月定例会

新
年
度
一
般
会
計
予
算

　
徳
山
大
学
公
立
化
検
討
事
業
費
に
附
帯
決
議

可決
（賛成多数）

委
員
会
で
の
討
論

本
会
議
で
の
討
論



－議会での主な議論－ 拡充事業拡新新規事業
可決

（賛
成多
数）

新年度予算ここに 注目!!新年度予算ここに 注目!!

45

問　
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
す
る
と

あ
る
が
、
活
用
方
法
は
。

答　
橋
梁
点
検
に
要
す
る
時
間

や
コ
ス
ト
の
圧
縮
を
実
証
す
る

た
め
に
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
す

る
も
の
で
あ
り
、現
時
点
で
は
、

橋
梁
の
側
面
や
下
面
を
撮
影

し
、
劣
化
状
況
を
確
認
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
。

問　
関
係
人
口
１
０
０
万
人
を

Ｋ
Ｐ
Ｉ（
重
要
業
績
評
価
指
標
）

に
掲
げ
て
お
り
、
業
務
委
託
の

内
容
も
そ
れ
に
伴
っ
た
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

が
、委
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
し
て

い
る
の
か
。

答　
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

専
門
と
す
る
業
者
が
、
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、

市
民
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
合

わ
せ
て
、
本
市
と
し
て
の
新
し

い
手
法
を
つ
く
っ
て
も
ら
え
る

と
期
待
す
る
。

問　
日
常
を
と
き
ほ
ぐ
す
観
光

と
い
う
事
業
は
、
本
市
に
ど
の

よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
す
の
か
。

答　
近
年
人
気
の
ニ
ュ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
※
を
活
用
し
て
い
く
た

め
に
中
山
間
地
域
で
の
観
光
に

力
を
入
れ
、
地
域
の
発
展
や
、

人
口
減
少
・
高
齢
化
な
ど
の
問

題
解
決
に
取
り
組
む
。

　
地
域
の
中
で
経
済
循
環
が
生

ま
れ
れ
ば
、
雇
用
や
生
き
が
い

の
創
出
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

る
。

問　
前
年
度
と
比
較
し
て
大
幅

に
増
額
さ
れ
て
い
る
が
、
外
国

語
指
導
助
手
を
４
名
増
員
す
る

理
由
は
。

答　
現
在
、
小
学
校
で
は
全
て

の
授
業
、
中
学
校
で
は
半
分
の

授
業
に
外
国
語
指
導
助
手
を
配

置
し
て
い
る
。
令
和
２
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要

領
で
小
学
校
に
お
い
て
３
・
４

年
生
と
５
・
６
年
生
で
授
業
数

が
２０
時
間
ず
つ
増
え
る
こ
と
か

ら
、
現
状
の
配
置
を
維
持
す
る

た
め
増
員
す
る
。

問　
本
事
業
に
よ
る
効
果
を
ど

の
よ
う
に
検
証
す
る
の
か
。

答　
実
施
期
間
を
３
年
間
と
定

め
、
３
年
後
に
効
果
を
検
証
す

る
。
検
証
内
容
は
、
給
付
金
の

金
額
、
対
象
者
、
支
給
方
法
、

出
生
率
に
つ
い
て
と
し
、
給
付

金
交
付
者
や
子
育
て
世
代
の
保

護
者
へ
の
聞
き
取
り
、
出
生
数

の
デ
ー
タ
分
析
、
ま
た
商
品
券

の
利
用
先
で
あ
る
業
者
に
も
、

町
ぐ
る
み
で
子
育
て
応
援
の
機

運
が
生
ま
れ
た
か
の
聞
き
取
り

を
行
う
等
し
て
検
証
す
る
。

問　
須
々
万
支
所
・
市
民
セ
ン

タ
ー
を
徳
山
北
部
地
域
の
拠
点

施
設
と
し
て
整
備
す
る
た
め

に
、
専
門
業
者
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
で
委
託
に
出
す
理
由
は
。

答　
施
設
の
立
地
場
所
の
決
定

や
交
通
の
乗
り
入
れ
、
施
設
の

ゾ
ー
ニ
ン
グ
作
業
、
動
線
の
確

保
の
検
討
に
は
、
専
門
知
識
を

持
っ
た
コ
ン
サ
ル
等
へ
の
委
託

が
必
要
で
あ
る
。

　
地
区
住
民
か
ら
の
意
見
や
要

望
を
も
と
に
、事
業
者
が
調
査
、

分
析
を
行
い
、
提
案
を
も
ら
う

も
の
で
あ
る
。

問　
タ
ク
シ
ー
や
路
線
バ
ス
運

賃
の
一
部
助
成
の
内
容
は
。

答　
対
象
者
は
、
６５
歳
以
上
の

運
転
免
許
証
不
所
持
者
及
び
７５

歳
以
上
の
市
民
で
、
助
成
内
容

は
、
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
２
割
助

成
、
ま
た
は
、
路
線
バ
ス
運
賃

の
２
０
０
円
助
成
の
い
ず
れ
か

を
選
択
し
、
月
４
回
程
度
の
利

用
を
想
定
し
て
い
る
。
対
象
エ

リ
ア
は
、
地
域
公
共
交
通
会
議

の
意
見
を
聞
き
決
定
す
る
が
、

市
街
地
縁
辺
部
の
交
通
不
便
地

区
を
考
え
て
お
り
、
令
和
２
年

１０
月
か
ら
検
証
を
行
う
。

問　
妊
よ
う
性
※
温
存
治
療
費

の
一
部
助
成
の
費
用
と
し
て
、

６６
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
金
額
の
根
拠
は
。

答　
広
島
県
が
平
成
３０
年
度
に

実
施
し
た
実
績
が
２８
件
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
本
市
の
件
数
を

年
間
１
、
２
件
と
推
測
し
、
男

性
に
つ
い
て
は
３
万
円
を
２
名

分
で
６
万
円
、
女
性
に
つ
い
て

は
３０
万
円
を
２
名
分
で
６０
万
円

の
、
合
計
６６
万
円
と
し
た
。

※
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
…
テ
ー
マ
性
が

強
く
、
体
験
型
・
交
流
型
の
要
素
を

取
り
入
れ
た
新
し
い
形
態
の
旅
行
。

※
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
計
画
…
市

道
上
に
架
か
る
橋
梁
（
８
０
９
橋
）

の
維
持
管
理
を
よ
り
効
率
的
に
実
施

す
る
た
め
の
計
画
。

※
妊
よ
う
性
…
妊
娠
す
る
た
め
の
力
の

こ
と
。

用
語
の
説
明

用
語
の
説
明

用
語
の
説
明

出典:総務省「関係人口」ポータルサイトより
ボートレース徳山オリジナル
マスコットキャラクター

「すなっち」

事業費　2億3,693万円
事業の概要　橋りょう長
寿命化修繕計画※に基づ
き、点検及び補修を実施
する。また、安全かつ効
率的な点検の体制づくり
に向け、ドローンを実証
的に導入する。

事業費　2,912万5,000円
事業の概要　「日常をと
きほぐす観光」として、
地域資源を活用した観光
という視点での地域づく
り、地域の活性化に向け
た取り組みを進める。

事業費
1,712万4,000円
事業の概要
シティープロモー
ション活動を通じ
て、本市の認知度
向上とシビックプライドの醸成、関係人口の創
出・拡大を図り、まちの魅力向上につなげる。

　本事業は子育て支援として、ボートレース徳
山の収益金で実施される。

事業費　919万9,000円
事業の概要　須々万地区
への徳山北部地域の拠点
施設整備に向けて基本計
画の策定を行う。

事業費　6,767万6,000円
事業の概要　小・中学校
に外国語指導助手を配置
し、英語を使った会話や
コミュニケーション活動
に取り組むことを通じ
て、英語教育の充実を図り、グローバルな視点
をもった人材育成に取り組む。

事業費　1,108万5,000円
事業の概要　不妊治療
または不育症治療を受
けている夫婦に対する
治療費の助成事業につ
いて、所得制限を撤廃。
また、がん治療前に生殖機能を温存する「妊よ
う性温存治療」の費用を助成。

事業費　2,000万円
事業の概要　多子世帯の
子育てにかかる経済的な
負担を軽減するため、「多
子世帯応援給付金（第３
子以降の子どもを出産し
た場合、１人につき１０万
円を支給）」の支給を開
始する。

事業費　1,170万6,000円
事業の概要　持続可能な公共
交通網を形成し、移動手段の
確保を図る。また、高齢者な
どの移動を支える効果的な施
策の検討を行うため、タク
シーの活用など生活交通の確
保に向けた検証を行う。

橋りょう長寿命化推進事業 多子世帯子育て応援事業 観光振興事業 シティプロモーション事業

公共交通ネットワーク形成事業 英語教育推進事業 不妊治療費等助成事業 中山間地域戦略プロジェクト事業

拡 新 拡

拡 拡 拡 拡

　予算決算委員会では、3月10日から12日
の3日間、新年度予算の審査を行いました。
一般会計の主な事業の審査内容は以下のとお
りです。
　また、3月定例会に先立ち、2月17日に全
員協議会を開催し、あらかじめ一般会計・各
特別会計・各企業会計の令和2年度当初予算
について執行部から説明を受けました。
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ア
ク
テ
ィ
ブ

土
屋
晴
巳　
　
岩
田
淳
司　

井
本
義
朗　
　
清
水
芳
将　

藤
井
康
弘　
　
山
本
真
吾　

【
施
政
方
針
質
問
】

新
た
な
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
と
は
何
か

問　
「
し
ゅ
う
ニ
ャ
ン
市
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」に
か
わ
る
新
た
な
シ
テ
ィ
ー

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
「
関
係

人
口
１
０
０
万
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
取
り
組
み
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

答　
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
市
外
の

周
南
市
を
知
ら
な
い
人
に
情
報
発

信
す
る
こ
と
に
力
点
を
置
く
の
で

は
な
く
、
市
外
に
住
む
本
市
と
縁

を
持
つ
人
々
か
ら
本
市
へ
思
い
を

向
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
す
。

新
南
陽
総
合
支
所
は
ど
う
な
る
の

か問　
令
和
２
年
度
は
新
南
陽
総
合

支
所
の
今
後
を
考
え
る
の
に
重
要

な
年
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
て
い
る
の
か
。

答　
基
本
方
針
と
し
て
現
行
の
所

管
、
区
域
、
機
能
及
び
規
模
を
維

持
し
、
地
域
の
拠
点
施
設
、
防
災

拠
点
と
し
て
、
機
能
的
な
行
政
事

務
所
を
整
備
し
た
い
。
位
置
は
旧

新
南
陽
総
合
支
所
の
敷
地
内
を
考

え
て
い
る
。
令
和
２
年
度
中
に
住

民
説
明
を
行
い
、
整
備
方
針
の
最

終
決
定
を
し
た
い
。

答　
次
世
代
型
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
は

企
業
の
垣
根
を
超
え
た
取
り
組
み

に
よ
っ
て
生
産
性
の
向
上
、
コ
ス

ト
競
争
力
の
向
上
、
製
品
の
高
付

加
価
値
化
が
図
ら
れ
る
新
し
い
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
の
形
で
あ
る
。
周
南

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
活
性
化
推
進
懇
談

会
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
活
用

し
、
き
め
細
か
に
企
業
ニ
ー
ズ
を

捉
え
な
が
ら
、
国
や
県
と
も
緊
密

に
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
た
な
防
災
危
機
管
理
に
つ
い
て

問　
新
た
に
配
置
さ
れ
る
防
災
危

機
管
理
監
の
職
務
は
。

答　
災
害
時
に
市
長
に
代
わ
っ
て

指
示
系
統
が
発
令
で
き
る
。
階
級

は
部
次
長
級
を
予
定
し
て
い
る
。

問　
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
策

定
を
予
定
し
て
い
る
が
、内
容
は
。

答　
発
災
前
に
ど
う
い
っ
た
備
え

を
す
れ
ば
い
い
か
等
を
特
に
中
心

と
し
て
計
画
す
る
も
の
で
、
わ
が

市
で
は
、
今
の
ま
ち
づ
く
り
総
合

計
画
と
整
合
性
を
図
り
調
和
さ
せ

る
型
の
計
画
と
し
た
い
。

令
和
２
年
度
事
業
の
中
で
藤
井
市

長
の
カ
ラ
ー
は
あ
る
の
か

問　
施
政
方
針
は
第
２
次
ま
ち
づ

く
り
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の

１０
の
重
点
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

基
づ
き
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
令

和
２
年
度
特
に
力
を
入
れ
た
い
事

業
は
。

あ
ん
し
ん
子
育
て
室
に
つ
い
て

問　
こ
ど
も
・
福
祉
部
に
あ
ん
し

ん
子
育
て
室
を
設
置
し
、
相
談
支

援
の
機
能
強
化
を
図
る
と
の
こ
と

だ
が
、
既
存
の
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
「
は
ぴ
は
ぐ
」
と

の
違
い
や
関
係
性
は
。

答　
現
在
、
家
庭
に
お
け
る
子
育

て
の
負
担
感
、
孤
立
感
が
非
常
に

高
ま
っ
て
い
る
た
め
、
子
育
て
世

代
を
身
近
な
地
域
で
支
え
る
仕
組

み
の
整
備
が
急
務
で
あ
る
。「
は

ぴ
は
ぐ
」
を
あ
ん
し
ん
子
育
て
室

に
吸
収
・
統
合
し
、
一
体
化
す
る

こ
と
で
、
よ
り
強
固
な
支
援
体
制

が
で
き
る
と
考
え
る
。

次
世
代
型
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
構
築

に
つ
い
て

問　
次
世
代
型
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の

構
築
に
向
け
て
市
の
役
割
は
。

仮庁舎に移転中の新南陽総合支所

議員名は代表者、副代表者、五十音順で掲載しています。　

会派質問会派質問
新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！
Ｑ A

令和２年第２回定例会における会派質問の日程短縮について
　令和２年第２回定例会（３月定例会）では、３月２日に市において新型コロナウイルス感染症対策本部が設置され、また、３月
４日に山口県内で新型コロナウイルス感染症患者の発生が判明したことに伴い、職員が新型コロナウイルス感染症対策の対応に傾
注できるよう、会派質問の質問時間を下記のとおり短縮しました。
　これにより、当初各会派が通告した質問内容の一部は本会議でなされませんでしたが、会派質問通告書の全文は
市議会HPに掲載していますので、ぜひご覧ください。
　ここでは、本会議で質問がなされた内容から、項目を絞って掲載します。

【変更点】
　◆日程：「３月３日から３月６日までの４日間」を「３月５日の１日間」に短縮。
　◆質問時間：「会派人数×40分」を「会派人数×15分」に短縮。

質問通告書
こちらから

議案の議決結果 1月臨時会

議会報告：例月現金出納検査の結果（２件）

全会一致で可決
・固定資産評価審査委員会条例の一部改正、事業契約の締結
　（小学校普通教室空調設備整備事業）

議案の議決結果 3月定例会
賛成多数で可決

令和2年度予算
・一般会計予算⇒ 630億8,100万円
・国民健康保険特別会計予算⇒ 158億2,046万3,000円
・後期高齢者医療特別会計予算⇒ 26億2,089万2,000円

条例改正など
《人事案件》
・人権擁護委員候補者の推薦
《指定管理者の指定》
・桜木市民センター、大津島ふれあいセンター
《条例の一部改正》
・行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用
　等に関する条例、一般職の職員の給与に関する条例、防災
　会議条例、手数料条例、児童厚生施設条例、放課後児童健
　全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例、漁
　港管理条例、地方卸売市場条例、市営住宅条例、市営改良
　住宅条例、特定公共賃貸住宅条例、道路占用料徴収条例、
　法定外公共物管理条例、準用河川管理条例、都市公園条例

《条例制定》
・市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例、地方自治
　法の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例
《その他》
・山口県市町総合事務組合の共同処理する事務及び規約の変
　更、字の区域を廃止し、町の区域及び町名を新たに定める
　こと

令和2年度予算
・国民健康保険鹿野診療所特別会計予算⇒ 5,694万2,000円
・介護保険特別会計予算⇒ 124億7,988万7,000円
・地方卸売市場事業特別会計予算⇒ 1億1,649万6,000円
・国民宿舎特別会計予算⇒ 8,175万2,000円
・駐車場事業特別会計予算⇒ 4,748万9,000円

・水道事業会計予算⇒ 59億1,063万8,000円
・下水道事業会計予算⇒ 82億3,054万9,000円
・病院事業会計予算⇒ 38億4,880万円
・介護老人保健施設事業会計予算⇒ 4億2,051万5,000円
・モーターボート競走事業会計予算
　　　　　　　　　　　 ⇒ 501億2,270万5,000円

全会一致で可決
令和元年度補正予算
・一般会計補正予算（第8号）、国民健康保険特別会計補正予算（第3号）、後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）、
　介護保険特別会計補正予算（第4号）、一般会計補正予算（第9号）

令和2年度補正予算
・一般会計補正予算（第1号）

委員会提出議案
・市議会委員会条例の一部改正

条例改正
《条例の一部改正》
・市長等の給与に関する条例、市議会議員の議員報酬、
　費用弁償及び期末手当に関する条例、国民健康保険条例

報告：損害賠償の額を定めることに関する専決処分（4件）
議会報告：陳情の処理の経過及び結果報告、定期監査結果、例月現金出納検査の結果、監査委員監査基準の改正、財政援助団体等
監査の結果、行政監査結果
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答　
全
て
で
あ
る
が
、
子
育
て
世

代
が
安
心
し
て
こ
の
町
で
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
に
、
子
育
て
応
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
し
っ
か
り
取
り

組
み
た
い
。
こ
の
辺
り
に
カ
ラ
ー

を
出
し
た
。

【
新
年
度
予
算
質
問
】

子
ど
も
未
来
夢
基
金
の
持
続
的
で

安
定
的
な
運
用
管
理
が
必
要
だ

問　
安
定
し
た
財
政
規
模
の
確
立

を
目
指
し
、
財
政
調
整
基
金
に
頼

ら
な
い
予
算
編
成
に
取
り
組
ん
で

い
る
た
め
、
子
ど
も
未
来
夢
基
金

の
活
用
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
原
資
は
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競

走
事
業
か
ら
の
繰
入
金
で
、
同
事

業
の
収
益
状
況
に
影
響
さ
れ
る
。

こ
の
基
金
を
財
源
と
し
た
ソ
フ
ト

事
業
は
今
後
も
継
続
的
に
続
け
な

く
て
は
な
ら
な
い
が
、
こ
の
基
金

を
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
事
業
に
充
当

す
る
場
合
の
市
の
考
え
は
。

答　
貴
重
な
財
源
で
あ
る
。
必
要

な
事
業
を
安
定
的
に
、
継
続
的
に

展
開
し
て
い
く
た
め
の
財
源
と
し

て
こ
の
基
金
を
活
用
し
て
い
く
。

【
会
派
一
般
質
問
】

障
害
福
祉
施
策
の
充
実
に
つ
い
て

問　
今
後
本
市
が
重
要
と
位
置
付

け
る
サ
ー
ビ
ス
は
な
に
か
。

答　
平
成
２５
年
か
ら
平
成
３１
年
ま

で
の
推
移
で
は
、
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
の
実
利
用
者
数
は
１
３
６
人

か
ら
２
１
８
人
へ
、
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
実
利
用
者
数
は
５８

人
か
ら
１
７
７
人
と
な
り
、
飛
躍

的
に
伸
び
た
。
一
方
、
市
内
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
定
員
は
4２
人
だ

が
障
害
福
祉
計
画
で
は
令
和
元
年

度
必
要
量
を
9１
人
分
と
見
込
み
、

整
備
の
必
要
性
を
確
認
し
て
い

る
。
ま
た
親
亡
き
後
を
見
据
え
、

地
域
生
活
支
援
拠
点
等
整
備
事
業

に
お
い
て
、
障
害
者
が
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に

地
域
社
会
で
支
え
る
体
制
整
備
を

令
和
２
年
度
末
ま
で
に
進
め
た
い
。

養
育
費
の
支
払
い
の
確
保
を

問　
離
婚
に
よ
る
母
子
家
庭
が
増

加
し
て
い
る
が
、
父
親
が
養
育
費

の
支
払
い
義
務
を
怠
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
く
、
子
ど
も
の
貧
困

の
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
養
育
費
の
強
制
的
な

取
り
立
て
を
容
易
に
す
る
民
事
執

行
法
の
改
正
が
数
次
に
わ
た
っ
て

な
さ
れ
て
い
る
が
、
母
子
家
庭
に

自
ら
法
的
手
続
を
取
れ
と
い
う
の

は
無
理
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
①
養

育
費
の
取
り
決
め
が
公
正
証
書（
執

行
証
書
）
で
な
さ
れ
て
い
る
な
ど

債
務
名
義
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て

は
、
市
が
母
親
と
保
証
契
約
を
結

ん
で
養
育
費
の
立
て
替
え
払
い
を

し
、
承
継
執
行
文
の
付
与
を
受
け

て
父
親
に
対
し
て
求
償
権
を
行
使

す
る
と
い
う
制
度
を
創
設
し
、
②

債
務
名
義
が
な
い
場
合
に
つ
い
て

は
、
市
に
よ
る
養
育
費
の
立
て
替

え
払
い
の
後
に
支
払
い
能
力
が
あ

り
な
が
ら
求
償
に
応
じ
な
い
父
親

に
対
し
て
は
、
支
払
命
令
を
行
い

命
令
違
反
に
は
５
万
円
以
下
の
過

料
を
科
す
る
条
例
を
地
方
自
治
法

１4
条
３
項
に
基
づ
い
て
制
定
す
る

こ
と
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
法
改
正
や
先
進
的
な
自
治
体

の
取
り
組
み
等
を
注
視
し
な
が
ら

研
究
し
て
い
き
た
い
。

六
合
会

福
田
健
吾　
長
嶺
敏
昭　

青
木
義
雄　
佐
々
木
照
彦

福
田
文
治　
　
　
　
　
　

【
施
政
方
針
質
問
】

日
常
を
と
き
ほ
ぐ
す
観
光
と
は

問　
日
常
を
と
き
ほ
ぐ
す
観
光
を

ど
う
説
明
し
、
ど
の
よ
う
に
発
信

し
て
い
く
の
か
。

答　
主
に
中
山
間
地
域
に
お
け
る

ス
ロ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
を
発
展
さ
せ
て
、

自
然
、
歴
史
、
伝
統
、
文
化
、
食

や
人
々
が
持
つ
知
恵
や
技
な
ど
の

魅
力
あ
る
地
域
資
源
を
有
効
活
用

す
る
こ
と
で
、
交
流
人
口
の
拡
大

に
よ
る
地
域
経
済
の
循
環
お
よ
び

活
性
化
を
目
指
す
。
観
光
と
い
う

視
点
か
ら
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

む
。
令
和
３
年
度
か
ら
の
受
け
入

れ
に
向
け
、
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
と
連
携
し
た
効
果
的
な
情

報
発
信
等
を
展
開
し
た
い
。

組
み
づ
く
り
を
行
い
た
い
。

多
子
世
帯
子
育
て
応
援
事
業
と
定

住
施
策
を
セ
ッ
ト
で
考
え
よ

問　
新
年
度
か
ら
第
３
子
出
生
時

に
１０
万
円
を
給
付
す
る
こ
と
に
お

い
て
、
一
時
的
に
給
付
す
る
よ
り

も
、
定
住
と
セ
ッ
ト
で
考
え
て
は

ど
う
か
。

　
例
え
ば
、
小
学
校
入
学
時
に
３０

万
円
、
中
学
校
入
学
時
に
５０
万
円

を
給
付
す
る
形
で
、
周
南
市
に
生

ま
れ
、
居
住
し
続
け
る
こ
と
の
メ

リ
ッ
ト
を
出
す
。
そ
う
す
る
こ
と

で
定
住
も
促
す
こ
と
が
可
能
に
な

り
、
人
口
減
少
に
も
一
定
の
効
果

が
見
込
ま
れ
る
と
考
え
る
。ま
た
、

居
住
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
税

収
入
や
経
済
効
果
も
あ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　
ま
た
、
１０
万
円
の
支
給
方
法
に

つ
い
て
も
、
市
内
経
済
の
循
環
と

い
う
視
点
か
ら
現
金
給
付
で
な
く

市
内
で
使
用
で
き
る
商
品
券
な
ど

で
の
対
応
が
望
ま
し
い
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答　
提
案
に
つ
い
て
は
、
中
・
長

期
的
な
少
子
化
対
策
、
人
口
定
住

対
策
、
市
財
政
の
視
点
か
ら
大
変

参
考
に
な
る
。
よ
り
効
果
的
に
な

る
よ
う
研
究
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
市
内

共
通
商
品
券
で
の
交
付
を
予
定
し

て
い
る
。

【
新
年
度
予
算
質
問
】

関
係
人
口
創
出
に
ど
う
取
り
組
む

問　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

業
と
し
て
関
係
人
口
の
創
出
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答　
全
国
に
い
る
関
係
人
口
と
本

市
の
つ
な
が
り
を
持
た
せ
る
た
め
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
必
要

と
考
え
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
た
情
報
通
信
基
盤
の
構
築
、

本
市
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の

発
信
や
関
係
人
口
か
ら
の
情
報
収

集
な
ど
の
継
続
的
に
つ
な
が
る
仕

鹿
野
小
・
中
学
校
の
連
携
か
ら
一

貫
へ
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
あ
る
の

か問　
鹿
野
小
・
中
学
校
で
は
、
文

科
省
の
実
施
す
る
一
貫
教
育
推
進

事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
新

年
度
予
算
に
計
上
さ
れ
た
小
学
校

改
修
事
業
に
は
、
そ
こ
か
ら
一
歩

前
に
進
む
た
め
の
事
業
計
画
が
あ

る
の
か
。

答　
鹿
野
小
学
校
内
空
き
教
室
に

中
学
校
３
ク
ラ
ス
を
同
居
さ
せ
、

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
の
学
習
等
を
同

じ
空
間
で
行
う
よ
う
に
整
備
し
、

職
員
室
を
拡
張
、
小
中
学
校
の
教

職
員
室
を
一
つ
に
す
る
。
今
回
の

概
念
は
、
同
一
敷
地
内
に
お
け
る

小
中
独
立
校
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
、

教
職
員
体
制
は
引
き
続
き
維
持
し

て
い
く
。
令
和
３
年
度
か
ら
本
市

初
の
一
貫
教
育
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
い
。

【
会
派
一
般
質
問
】

主
要
５
教
科
に
偏
重
す
る
こ
と
な

く
、
想
像
力
等
を
養
う
教
育
を

問　
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
調
査
（
国
際
学
習

到
達
度
調
査
）
の
結
果
、
日
本
の

高
校
生
の
読
解
力
が
諸
外
国
に
比

べ
て
低
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。
美

術
教
育
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
が
解
決
の
鍵
で
は
な
い
か
。

答　
人
口
知
能
が
進
化
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
、
む
し
ろ
感
性
や
想
像
力

が
重
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は

５
教
科
の
み
な
ら
ず
全
て
の
教
科

に
お
い
て
充
実
し
た
指
導
を
重
ね

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
知
識
と
芸

術
性
が
相
ま
っ
た
豊
か
な
人
格
が

形
成
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

自
然
災
害
に
つ
い
て

問　
自
然
災
害
に
は
暴
風
、
豪
雨

に
よ
り
洪
水
や
土
砂
災
害
、地
震
、

津
波
と
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
あ
る
。

災
害
を
分
類
し
、
対
応
す
る
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
の
か
。

答　
地
域
防
災
計
画
で
は
、
災
害

種
類
別
に
市
や
県
等
の
防
災
関
係

機
関
や
市
民
の
皆
様
が
行
う
べ
き

事
項
を
き
め
細
か
く
定
め
て
お
り
、

災
害
の
種
類
や
状
況
に
応
じ
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
災
害
対
応

を
行
っ
て
い
る
。

問　
避
難
勧
告
、
指
示
を
発
令
し

て
も
実
際
に
避
難
す
る
人
は
数
％

と
言
わ
れ
て
い
る
。
一
時
的
な
避

難
場
所
、
避
難
し
や
す
い
環
境
整

備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
今
年
度
県
で
は
、
自
分
の
命

は
自
分
で
守
る
意
識
を
持
ち
、
自

ら
の
判
断
で
の
早
め
の
避
難
が
重

要
な
こ
と
か
ら
、
市
町
と
連
携
し

て
、
避
難
訓
練
を
行
う
率
先
避
難

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
た
。
本
市

に
お
い
て
も
戸
田
地
区
、
夜
市
地

区
の
自
治
会
を
対
象
に
モ
デ
ル
事

業
に
取
り
組
ん
だ
。
今
後
と
も
県

や
関
係
機
関
、防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
連
携
す
る
と
と
も
に
自
主
防
災

組
織
の
協
力
を
得
て
、
各
種
災
害

か
ら
の
「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
」
を
目

指
し
て
い
く
。

た
っ
て
は
、
職
員
の
資
質
向
上
が

求
め
ら
れ
、
業
務
負
荷
が
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
働
き
方
改

革
を
進
め
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
適
切
に
把

握
す
る
た
め
、
新
年
度
か
ら
市
民

の
声
を
聞
く
課
を
新
設
し
、
ま
ち

づ
く
り
提
言
の
拡
充
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
、
懇
談
会
な
ど
に
取
り
組
む
。

徳
山
大
学
公
立
化
の
判
断
基
準
は

問　
徳
山
大
学
の
公
立
化
を
検
討

す
る
中
で
の
判
断
基
準
は
。

答　
地
元
に
必
要
な
人
材
を
育
成

し
、
定
着
さ
せ
る
。
地
域
課
題
の

解
決
に
大
学
と
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
も
ら
う
。
若
者
が
い
る
こ

と
に
よ
る
町
の
活
性
化
、
経
済
効

果
な
ど
総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

【
新
年
度
予
算
質
問
】

市
街
地
循
環
線
運
行
事
業

問　
市
街
地
循
環
線
（
ち
ょ
い
乗

り
１
０
０
円
バ
ス
）
運
行
事
業
が

令
和
元
年
度
に
比
べ
て
大
幅
な
減

額
と
な
っ
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

答　
交
通
事
業
者
と
協
議
を
重
ね

た
結
果
、
バ
ス
運
転
手
の
不
足
な

ど
の
問
題
か
ら
、
令
和
２
年
４
月

か
ら
平
日
運
行
を
見
合
わ
せ
て
、

中
心
市
街
地
へ
の
来
訪
者
が
多
い

土
日
、
祝
日
の
運
行
に
見
直
す
。

平
日
の
運
行
に
関
し
て
は
、
市
街

地
循
環
線
と
類
似
し
た
路
線
バ
ス

を
増
便
し
て
対
応
す
る
。

問　
市
街
地
循
環
線
の
運
行
は
中

心
市
街
地
の
活
性
化
、
回
遊
性
、

滞
在
性
の
向
上
に
重
要
な
事
業
で

あ
り
、
策
定
作
業
中
の
第
２
期
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
縮
小
さ

れ
た
場
合
、
計
画
に
影
響
す
る
の

で
は
な
い
か
。

答　
今
後
も
回
遊
性
を
確
保
す
る

た
め
、
路
線
バ
ス
と
の
連
携
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
な
ど
新
た
な
技
術
の

導
入
を
検
討
し
た
い
。

問　
こ
れ
ま
で
利
用
さ
れ
て
い
る

市
民
の
皆
さ
ん
に
き
ち
ん
と
説
明

す
る
必
要
が
あ
る
が
ど
う
か
。

答　
交
通
事
業
者
と
の
協
議
に
時

間
が
か
か
り
議
会
へ
の
報
告
が
遅

れ
て
し
ま
っ
た
。
皆
さ
ん
に
も
お

知
ら
せ
し
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を

い
た
だ
き
た
い
。

刷
新
ク
ラ
ブ

田
中
和
末　
田
村
隆
嘉

小
林
雄
二　
得
重
謙
二

【
施
政
方
針
質
問
】

市
民
目
線
に
立
っ
た
施
策
と
は

問　
ソ
フ
ト
事
業
を
重
視
し
た
政

策
へ
の
転
換
を
図
り
、
市
民
目
線

に
立
っ
た
施
策
を
展
開
す
る
と
い

わ
れ
る
が
、「
市
民
目
線
に
立
つ
」

と
は
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

答　
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
市

民
に
と
っ
て
の
真
に
必
要
な
も
の

を
精
査
し
、
利
用
し
や
す
く
、
わ

か
り
や
す
い
こ
と
を
前
提
と
し
た

取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
。

問　
ソ
フ
ト
事
業
を
重
視
し
、
市

民
の
ニ
ー
ズ
を
調
査
す
る
に
当

ちょい乗り１００円バス

率先避難モデル事業の様子

中須の棚田
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【
会
派
一
般
質
問
】

Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
事
業
に
つ
い
て

問　
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
事
業
に
つ
い

て
は
、
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
の

中
山
間
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で

き
た
。
こ
れ
ま
で
５
年
間
の
取
り

組
み
と
成
果
は
。

答　
移
住
希
望
者
と
地
域
の
橋
渡

し
を
す
る
里
の
案
内
人
制
度
は
、

１０
地
区
で
１
２
１
人
が
活
動
し
て

い
る
。
空
き
家
を
借
り
て
移
住
さ

れ
る
方
に
改
修
経
費
な
ど
助
成
す

る
制
度
は
、９
世
帯
が
活
用
し
た
。

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
の
運
営
や
移

住
フ
ェ
ア
へ
の
出
展
な
ど
で
移
住

相
談
は
約
１
６
０
０
件
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
移
住
さ
れ
た
世
帯
は
３６

世
帯
で
、
平
成
２２
年
度
か
ら
２６
年

度
に
比
べ
て
３
倍
で
あ
る
。

問　
「
田
舎
暮
ら
し
の
本
」
と
い

う
雑
誌
の
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト

ラ
ン
キ
ン
グ
の
特
集
に
お
い
て
、

宇
部
市
が
全
国
１
位
に
な
り
、
相

談
件
数
が
２
倍
程
度
に
増
加
し
て

い
る
と
聞
く
が
、
周
南
市
は
ア
ン

ケ
ー
ト
に
回
答
し
て
い
な
い
。
積

極
的
に
回
答
す
る
こ
と
で
周
南
市

を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

答　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

は
本
市
の
魅
力
を
発
信
し
、Ｐ
Ｒ
、

シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

な
が
る
と
と
も
に
、
全
国
の
自
治

体
と
比
較
す
る
こ
と
で
本
市
の
現

状
分
析
や
新
た
な
施
策
の
企
画
、

立
案
に
有
用
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　
市
長
は
か
つ
て
、
徳
山
大
学

の
評
議
員
、
一
時
期
は
理
事
で
も

あ
っ
た
。
そ
こ
で
公
立
化
に
向
け

て
の
話
は
あ
っ
た
か
。

答　
評
議
員
の
と
き
は
な
か
っ
た

と
思
う
が
、
理
事
会
で
は
検
討
し

た
こ
と
は
あ
る
と
思
う
。

問　
第
４
次
行
財
政
改
革
大
綱
案

が
示
さ
れ
た
。
今
後
５
年
間
で

１
０
２
億
５
０
０
０
万
円
の
財
源

不
足
が
見
込
ま
れ
、
新
た
な
財
源

と
し
て
84
億
４
７
０
０
万
円
を
確

保
す
る
が
、
な
お
１8
億
５
３
０
０

万
円
不
足
す
る
。
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
で
、
新
た
な
大
学
施
設
を

抱
え
る
こ
と
が
本
市
の
身
の
丈
に

合
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
か
。

答　
市
と
し
て
新
た
な
財
政
負
担

を
生
じ
な
い
よ
う
、
授
業
料
等
交

付
税
措
置
で
運
営
さ
れ
る
と
聞
い

て
い
る
。

問　
交
付
税
措
置
は
徳
山
大
学
の

よ
う
な
社
会
科
学
系
で
は
単
位
費

用
が
2１
万
２
０
０
０
円
で
あ
り
、

平
成
１６
年
と
比
較
す
る
と
３7
％
減

額
さ
れ
て
い
る
。
見
通
し
は
。

答　
交
付
税
総
額
が
変
わ
ら
な
い

中
で
、
徐
々
に
そ
の
配
分
額
が
下

が
っ
て
い
る
。
今
後
交
付
税
単
価

の
高
い
学
部
学
科
に
再
編
、
見
直

し
を
行
う
、
あ
る
い
は
入
学
者
の

数
を
増
や
し
経
営
安
定
化
を
図
る

と
聞
い
て
い
る
。

問　
基
礎
的
な
調
査
段
階
で
あ
ろ

う
か
ら
市
立
化
だ
け
で
な
く
、
幅

広
く
調
査
し
て
は
ど
う
か
。

答　
市
立
化
以
外
考
え
て
い
な
い
。

問　
な
ぜ
市
立
化
を
選
択
し
た
の

か
。
他
の
手
法
は
調
査
・
検
討
し

た
の
か
。

答　
周
南
市
の
発
展
の
た
め
一
生

懸
命
考
え
た
。
そ
し
て
市
立
化
が

一
番
良
い
と
考
え
た
。

問　
市
立
化
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
と

い
う
根
拠
は
。

答　
こ
の
町
に
若
者
が
定
着
す
る

た
め
、
人
材
を
育
て
定
着
す
る
た

め
、
人
口
が
増
え
て
い
く
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
考
え
た
結

果
で
あ
る
。

市
民
を
守
る
防
災・減
災
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て

問　
県
や
関
係
機
関
、
防
災
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
連
携
し
率
先
避
難
モ

デ
ル
事
業
を
市
内
全
地
区
に
水
平

展
開
し
、
体
制
づ
く
り
を
推
進
す

る
と
あ
る
が
、
防
災
リ
ス
ク
の
高

い
中
山
間
地
域
に
つ
い
て
考
え
は
。

答　
特
に
土
砂
災
害
を
中
心
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
自
治
会
単
位

の
活
動
の
中
で
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。

問　
須
金
地
域
の
ア
マ
チ
ュ
ア
無

線
を
使
っ
た
防
災
体
制
は
。

答　
北
部
地
域
の
拠
点
整
備
の
中

で
ど
う
連
携
を
進
め
て
い
け
ば
よ

い
か
新
年
度
に
検
討
し
た
い
。

【
会
派
一
般
質
問
】

教
育
の
ス
マ
ー
ト
化
に
つ
い
て

問　
学
校
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
て
の
教
育
の
在
り
方
は
。

答　
個
人
の
学
習
デ
ー
タ
を
長
期

間
に
わ
た
り
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
し

て
蓄
積
し
、
一
人
一
人
の
特
性
に

応
じ
各
自
の
ペ
ー
ス
で
学
習
が
進

め
ら
れ
る
よ
う
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

で
き
る
学
習
形
態
が
可
能
に
な
る
。

問　
語
学
教
育
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
活
用
し
た
ネ
ー
テ
ィ
ブ
ス

ピ
ー
カ
ー
と
の
個
別
・
グ
ル
ー
プ

学
習
や
、
異
文
化
交
流
に
取
り
組

め
な
い
か
。

答　
既
に
遠
隔
シ
ス
テ
ム
を
用
い

て
、
市
外
や
、
他
県
、
他
国
の
学

校
と
も
ウ
ェ
ブ
会
議
を
行
っ
て
い

る
小
学
校
が
あ
り
、
授
業
交
流
や

異
文
化
理
解
の
成
果
が
見
ら
れ

る
。
こ
の
取
り
組
み
を
市
内
全
域

に
広
げ
て
い
き
た
い
。
国
際
交
流

事
業
も
非
常
に
魅
力
的
で
あ
る
が
、

相
手
方
、
学
校
の
選
定
、
通
訳
等

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
確
保
、

自
由
民
主
党
周
南

兼
重　
元　
米
沢
痴
達　

田
村
勇
一　
福
田
吏
江
子

【
施
政
方
針
質
問
】

徳
山
大
学
の
市
立
化
に
つ
い
て

問　
昨
年
４
月
に
、
徳
山
大
学
髙

田
学
長
の
「
大
学
側
が
市
立
化
を

望
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
が
、
地
域

か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
税
金
を
使
う

市
立
化
の
意
義
は
あ
る
」
と
の
発

言
が
報
道
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
８

月
６
日
に
市
へ
要
望
書
が
提
出
さ

れ
た
。
市
長
は
、
そ
の
間
の
経
緯

を
承
知
の
上
で
受
け
取
っ
た
の
か
。

答　
経
緯
に
つ
い
て
は
知
ら
ず
、

そ
の
時
点
で
は
要
望
書
を
受
け

取
っ
た
だ
け
で
あ
る
。

移住フェアの様子

遠石市民センター完成イメージ図

公
明
党相

本
政
利　
金
子
優
子

遠
藤
伸
一　
　
　
　
　

【
施
政
方
針
質
問
】

輝
く
子
ど
も
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

問　
新
た
な
学
習
支
援
施
策
を
進

め
る
上
で
の
課
題
は
。

答　
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
学
習
支

援
事
業
を
進
め
る
上
で
、
対
象
と

な
る
中
学
生
を
３
７
０
人
程
度
と

見
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
全
て

に
支
援
を
届
け
る
こ
と
は
難
し
い

と
考
え
、
優
先
順
位
を
つ
け
る
こ

と
が
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
集
合

型
や
派
遣
型
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
必
要
な
支
援
が
必
要

な
お
子
さ
ん
に
行
き
届
く
よ
う
な

仕
組
み
作
り
を
さ
ら
に
研
究
し
、

実
践
し
て
い
き
た
い
。

多
子
世
帯
へ
の
支
援
に
つ
い
て

問　
新
規
事
業
で
、
第
３
子
以
降

の
子
ど
も
を
出
産
し
た
場
合
に
１

人
に
つ
き
１０
万
円
を
支
給
す
る
と

の
こ
と
だ
が
そ
の
理
由
は
。ま
た
、

金
額
も
含
め
も
っ
と
大
胆
な
支
援

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
を
町
ぐ

る
み
で
応
援
し
た
い
、
こ
の
町
で

出
産
し
安
心
し
て
子
育
て
し
て
ほ

し
い
、
多
子
世
帯
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
し
出
生
数
を
上
げ
る
こ
と

の
３
点
か
ら
、
１
年
間
の
お
む
つ

代
他
で
１０
万
円
の
商
品
券
と
し
た
。

ニ
ー
ズ
や
反
応
を
検
証
し
た
上
で

可
能
性
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

財
政
状
況
の
中
で
、
で
き
る
限
り

が
１０
万
円
で
あ
っ
た
。

【
新
年
度
予
算
質
問
】

Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
推
進
事
業
費

問　
自
治
体
業
務
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
の
推
進
と
は
。
ま
た
ど
の

よ
う
な
効
果
を
期
待
し
て
い
る
か
。

答　
パ
ソ
コ
ン
操
作
を
代
行
、
自

動
化
す
る
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ

セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
、
い

わ
ゆ
る
Ｒ
Ｐ
Ａ
や
、
手
書
き
の
申

請
書
等
を
読
み
取
り
電
子
デ
ー
タ

化
す
る
Ａ
Ｉ−

Ｏ
Ｃ
Ｒ
を
導
入
し
、

定
型
的
な
作
業
を
自
動
化
さ
せ
、

業
務
の
効
率
化
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
る
。
期
待
さ
れ
る
効
果
は
、

人
口
減
少
が
深
刻
化
し
て
も
住
民

福
祉
の
水
準
を
維
持
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
こ
と
、

職
員
を
事
務
作
業
か
ら
解
放
し
、

職
員
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
よ
り

価
値
の
あ
る
業
務
に
注
力
で
き
る

こ
と
、
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
経
験
を

Ｉ
Ｔ
等
に
蓄
積
、
代
替
す
る
こ
と

で
経
験
年
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
ミ

ス
な
く
事
務
処
理
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

市
民
に
と
っ
て
の
利
便
性
の
向
上
、

行
政
側
の
人
的
、
財
政
的
な
負
担

軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

【
会
派
一
般
質
問
】

女
性
活
躍
の
推
進
に
つ
い
て

問　
人
口
減
少
対
策
の
た
め
に
も

女
性
の
雇
用
の
場
の
創
出
と
女
性

の
起
業
に
対
す
る
支
援
を
も
っ
と

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
県
と
の
連
携
に
よ
り
、
戦
略

的
な
誘
致
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、

情
報
通
信
系
企
業
の
進
出
が
決
定

し
た
。
若
者
や
女
性
の
活
躍
の
機

会
拡
大
に
期
待
し
て
い
る
。
今
後

も
企
業
誘
致
に
努
め
、
雇
用
機
会

の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
。
女
性

の
起
業
に
対
し
て
は
、
商
工
会
議

所
や
金
融
機
関
と
共
に
創
業
支
援

等
行
っ
て
い
る
。
徳
山
大
学
や
徳

山
商
工
高
校
と
連
携
し
創
業
機
運

醸
成
事
業
を
開
始
。
夢
を
実
現
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

一
心
会島

津
幸
男　
友
田
秀
明

尾
﨑
隆
則　
　
　
　
　

【
新
年
度
予
算
質
問
】

一
般
会
計
に
つ
い
て

問　
地
域
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た

予
算
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
第
２
次
ま
ち
づ
く
り
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
に
基
づ
く
取
り

組
み
を
中
心
に
、
一
定
の
地
域
バ

ラ
ン
ス
に
配
慮
す
る
中
で
予
算
編

成
を
し
た
。

市
民
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

問　
７
億
７
７
０
５
万
１
０
０
０

円
の
内
訳
は
。

答　
建
築
主
体
工
事
に
関
連
工
事

等
を
含
め
、
長
穂
市
民
セ
ン
タ
ー

は
３
億
６
５
５
７
万
１
０
０
０
円
、

遠
石
市
民
セ
ン
タ
ー
は
３
億
８
７

６
９
万
８
０
０
０
円
で
あ
る
。
大

河
内
市
民
セ
ン
タ
ー
は
、
屋
上
防

水
と
外
壁
の
全
面
改
修
で
２
３
７

８
万
２
０
０
０
円
で
あ
る
。

問　
屋
上
の
防
水
に
つ
い
て
、
全

般
的
に
平
面
で
設
計
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
老
朽
化
し
た
際
の
雨
漏
り

の
一
番
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
水
の
流
れ
を
考
慮
し
、
中
心

部
を
高
く
す
る
な
ど
し
て
屋
根
に

勾
配
を
持
た
せ
た
設
計
に
す
べ
き

と
思
う
が
、
ど
う
か
。

答　
今
後
は
、
維
持
管
理
の
し
や

す
さ
も
含
め
て
整
備
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
会
派
一
般
質
問
】

水
道
事
業
の
広
域
化
に
つ
い
て

問　
人
口
減
少
に
よ
る
給
水
人
口

の
減
少
を
考
え
、
経
営
基
盤
や
技

術
基
盤
の
強
化
を
図
る
必
要
か
ら
、

将
来
的
に
水
道
事
業
の
広
域
化
に

つ
い
て
検
討
す
べ
き
時
期
が
来
て

い
る
と
思
う
が
所
見
を
聞
く
。

答　
急
速
な
人
口
減
少
や
節
水
機

器
の
普
及
に
よ
り
、
２
０
２
８
年

度
末
で
は
、
給
水
人
口
は
約
６
０

０
０
人
減
少
し
、
給
水
量
は
１
日

平
均
約
２
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル

の
減
少
を
見
込
ん
で
い
る
。
水
道

事
業
は
固
定
費
が
大
部
分
を
占
め
、

給
水
量
が
減
少
し
て
も
経
費
は
あ

ま
り
変
わ
ら
な
い
一
方
、
料
金
収

入
減
少
や
老
朽
化
に
よ
る
維
持
管

理
費
等
や
施
設
更
新
コ
ス
ト
の
増

大
な
ど
、
健
全
な
施
設
管
理
、
安

定
し
た
経
営
確
保
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
広
域
化
検
討
は
避
け
て

通
れ
ず
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

古
川
跨
線
橋
架
け
替
え
に
つ
い
て

問　
工
事
開
始
が
延
び
た
時
間
を

有
効
に
使
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
今
ま
で
の
対
策
が
万
全
で
あ

る
か
再
確
認
等
を
含
め
て
、
こ
の

期
間
を
有
効
に
使
い
た
い
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

問　
教
育
現
場
の
実
情
は
。

答　
国
に
よ
る
小
中
学
校
へ
の
休

経
費
等
さ

ま
ざ
ま
な

課
題
が
あ

る
た
め
、

今
後
さ
ら

に
研
究
し

た
い
。



会 派 質 問

1２1３

業
要
請
報
道
が
あ
っ
た
翌
日
、
国

か
ら
の
通
知
を
待
た
ず
に
、
児
童

ク
ラ
ブ
と
教
職
員
が
一
体
と
な
り
、

一
気
に
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ

く
り
を
構
築
し
、
教
育
長
と
し
て

感
激
し
た
。
引
き
続
き
行
政
・
学

校
が
一
体
と
な
り
対
応
し
て
い
く
。

問　

称
賛
す
べ
き
初
期
対
応
で

あ
っ
た
が
、
今
後
の
推
移
で
は
、

中
期
戦
略
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
総
合
的
な
相
談
体
制
の
強
化
、

医
療
提
供
体
制
の
充
実
、
広
報
体

制
の
強
化
等
に
取
り
組
み
、
場
合

に
よ
っ
て
は
中
長
期
的
対
策
も
視

野
に
置
き
、
迅
速
・
的
確
に
対
応

す
る
。
感
染
防
止
に
市
民
全
員
で

立
ち
向
か
い
、
切
り
抜
け
た
い
。

日
本
共
産
党

中
村
富
美
子　
魚
永
智
行

渡
辺
君
枝　
　
　
　
　
　

【
施
政
方
針
質
問
】

１
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
導

入
で
、
子
供
と
教
育
を
守
れ
る
か

問　
教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
が
、
県
教
育
委

員
会
が
目
標
に
掲
げ
る
３
年
間
で

時
間
外
労
働
を
３０
％
削
減
す
る
取

り
組
み
の
本
市
の
達
成
状
況
は
。

答　
令
和
元
年
１２
月
時
点
で
、
平

成
２８
年
度
実
績
と
比
較
し
て
小
学

校
は
約
３
・
３
％
減
、
中
学
校
は

約
２
・
５
％
減
と
な
っ
て
い
る
。

問　
目
標
よ
り
か
な
り
低
い
削
減

率
だ
。
１
年
単
位
の
変
形
労
働
時

間
制
は
、
導
入
に
よ
り
労
働
時
間

が
増
え
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
市

町
教
育
長
の
約
42
％
が
反
対
、
約

１３
％
が
賛
成
し
て
い
る
と
の
調
査

も
あ
る
。
県
は
６
月
定
例
議
会
で

制
度
導
入
の
条
例
を
提
案
さ
れ
る

よ
う
だ
が
、
県
が
条
例
を
制
定
し

て
も
、
市
が
導
入
を
決
め
な
け
れ

ば
済
む
。
本
市
の
判
断
は
。

答　
繁
忙
期
で
な
い
と
き
も
、
そ

の
状
態
の
ま
ま
教
員
は
働
き
が
ち

な
の
で
、
そ
の
辺
り
は
し
っ
か
り

見
極
め
、今
後
の
推
移
を
見
た
い
。

【
会
派
一
般
質
問
】

子
供
に
か
か
る
国
保
保
険
料
均
等

割
の
減
免
に
つ
い
て

問　
１8
歳
未
満
の
子
供
に
か
か
る

国
保
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
も
同
様
の
質
問
を
し
て

い
る
が
、
先
日
、
光
市
が
発
表
し

た
２
０
２
０
年
度
当
初
予
算
で
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
１8
歳

未
満
の
子
供
が
３
人
以
上
い
る
家

庭
を
対
象
に
、
所
得
制
限
無
し
で

３
人
目
以
降
の
均
等
割
を
全
額
免

除
す
る
制
度
を
創
設
す
る
と
い
う

報
道
が
あ
っ
た
た
め
、
改
め
て
１8

歳
未
満
の
子
供
に
か
か
る
国
民
健

康
保
険
料
の
減
免
制
度
の
創
設
を

周
南
市
で
も
求
め
る
。

答　
こ
の
よ
う
な
支
援
制
度
は
国

で
行
う
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
全

国
市
長
会
を
通
じ
要
望
し
て
い
く
。

高
齢
者
の
補
聴
器
の
購
入
及
び
補

聴
器
電
池
代
の
補
助
に
つ
い
て

問　
高
齢
者
の
社
会
参
加
に
も
補

聴
器
は
必
需
品
で
、
医
療
費
や
介

護
費
用
の
圧
縮
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
現
在
本
市
に
助
成
制
度
は
な

く
、国
や
県
の
動
向
を
注
視
す
る
。

防
犯
灯
設
置
補
助
の
引
き
上
げ
を

問　
人
口
減
少
が
進
む
中
山
間
地

域
で
の
防
犯
灯
設
置
を
支
援
す
る

た
め
、
新
設
に
か
か
る
補
助
金
の

引
き
上
げ
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答　
今
後
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
の
更
新
や

人
口
減
少
に
よ
り
財
源
の
確
保
が

難
し
い
等
の
問
題
に
ど
う
対
応
し

て
い
く
か
検
討
す
る
。

就
学
援
助
制
度
の
充
実
を
求
め
る

問　
令
和
元
年
６
月
定
例
会
で
、

「
国
は
就
学
援
助
制
度
の
支
給
項

目
に
卒
業
ア
ル
バ
ム
代
を
追
加
し

て
い
る
。
本
市
で
も
支
給
す
る
べ

き
」
と
提
案
し
た
が
、
実
施
し
て

い
な
い
理
由
は
何
か
。
新
年
度
で

の
実
施
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

答　
県
内
他
市
や
各
学
校
で
の
対

応
状
況
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ

た
。
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て
は

認
識
し
て
い
る
が
、
財
政
状
況
等

も
勘
案
し
、
本
年
度
か
ら
の
援
助

費
目
へ
の
追
加
は
見
送
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
も
、
引
き

続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

自
由
民
主
党
政
和
会

古
谷
幸
男　
吉
安
新
太

【
施
政
方
針
質
問
】

子
育
て
支
援
を
拡
充
か

問　
①
妊
よ
う
性
温
存
治
療
費
助

成
の
開
始
②
３
歳
児
健
康
診
査
へ

の
眼
科
屈
折
異
常
検
査
機
器
導
入

に
対
す
る
市
長
の
思
い
、考
え
は
。

答　
①
が
ん
患
者
の
方
が
将
来
子

ど
も
を
産
み
育
て
た
い
と
望
ま
れ

る
思
い
を
大
切
に
し
、支
援
す
る
。

②
目
の
見
え
方
に
問
題
の
あ
る
子

ど
も
を
早
期
に
発
見
し
、
適
切
な

治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

の
が
目
的
で
あ
る
。

か
ら
で
も
最
寄
り
の
消
防
本
部
に

直
接
通
報
が
可
能
で
あ
る
。
全
国

で
導
入
に
向
け
取
り
組
ん
で
お
り
、

本
市
に
お
い
て
も
令
和
２
年
度
中

の
運
用
開
始
を
目
指
し
て
い
る
。

【
新
年
度
予
算
質
問
】

公
園
内
の
ト
イ
レ
洋
式
化
は

問　
公
園
内
の
ト
イ
レ
洋
式
化
は

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の

改
修
費
は
、
公
園
・
街
路
樹
維
持

管
理
事
業
費
に
含
ま
れ
て
い
る
か
。

答　
本
事
業
費
を
用
い
て
、
取
り

換
え
が
必
要
と
な
っ
た
便
器
に
つ

い
て
更
新
す
る
。
大
規
模
な
改
修

は
、
公
園
施
設
全
体
の
長
寿
命
化

対
策
を
図
る
中
で
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
含
め
た
改
修
を
考
え
る
。

【
会
派
一
般
質
問
】

成
人
式
は
ど
う
変
わ
る
の
か

問　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
成

年
年
齢
が
2０
歳
か
ら
１8
歳
に
な

る
。
成
人
式
の
対
象
年
齢
に
つ
い

て
、
本
市
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
。
考
え
方
、方
針
を
問
う
。

答　
対
象
年
齢
を
２０
歳
と
し
た
場

合
、
新
た
な
名
称
の
検
討
が
必
要

だ
が
、
今
後
も
２０
歳
を
対
象
に
式

典
を
開
催
す
る
考
え
で
あ
る
。
ま

た
、
早
朝
か
ら
の
準
備
等
で
出
席

者
も
大
変
な
こ
と
か
ら
、
午
後
か

ら
の
開
催
も
考
え
て
い
る
。
全
体

を
ど
う
す
る
か
、
市
民
の
皆
様
に

で
き
る
だ
け
早
く
伝
え
た
い
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り

問　
聴
覚
や
言
語
機
能
に
障
害
の

あ
る
人
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

を
活
用
し
１
１
９
番
通
報
を
行
え

る
、
Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
の
具
体
的
な
内
容
は
。

答　
Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９
は
全
国
ど
こ

眼科屈折異常検査機器
を使用する様子

12/1号を見ながら、
意見交換を行いました

高校生との意見交換会を
開催 !!

高校生との意見交換会を
開催 !!

　年４回発行している、しゅうなん議会だより。
　「どうすれば多くの方に読んでもらえるのだろう…」「高
校生も投票権を持ち、これまで以上に政治やまちづくり
に関心を持ってもらいたい！若い世代の人に手にとって
もらうにはどうしたらいいんだろう…」という思いから、
市内の高校生と議会だより編集委員会が意見交換会を
開催しました。
　市内６校から12名のご参加をいただき、議会だよりに
対して高校生の視点からのご意見をいただきました。
日　時：令和元年１月28日　17：00～
議　題：「市民に親しまれる議会だよりについて」
参加校：徳山､徳山商工､新南陽､南陽工業､熊毛北､桜ケ丘

日　時：令和元年１月28日　17：00～
議　題：「市民に親しまれる議会だよりについて」
参加校：徳山､徳山商工､新南陽､南陽工業､熊毛北､桜ケ丘

読みたくなる
紙面って?

事前に議会だよりを読んでみての感想は?事前に議会だよりを読んでみての感想は?
●　アニメの表紙だったり、キャラクターが
　使ってあったりすると手にとりやすい。
●　文字が多くて写真が少なく、読みにくい。
●　来年から選挙権があるがわからないことが
　多いので、政治の仕組み等がわかってくる
　と興味が出るのでは。
●　読んでみると、文字の太さや大きさが変えてあり、読みや
すかった。表紙を変えてまず開いてもらうことが大事。

議会の報告以外に、どんな内容があるといい?議会の報告以外に、どんな内容があるといい?

たくさんの御意見をいただきありがとうございました。今後とも、市民の皆様に親しみやすい紙面を目指してまいります。たくさんの御意見をいただきありがとうございました。今後とも、市民の皆様に親しみやすい紙面を目指してまいります。

●　見出しに山口県の方言を使ってみては。
●　難しい言葉が並んでいると、とっつきにくい原因になるの
で、そういった言葉を題材にした「クロスワードパズル」、
また、新聞にあるように「４コマ漫画」を掲載し、答えや続
きは次号でとすると、次号も見てくれるのでは。

カラー化するとしたらどう思う?カラー化するとしたらどう思う?
●　第一印象が大事と思うし、やはり白黒の表紙よりカ
ラーのほうが目につき、手にとると思うので、表紙だ
けでもカラー化しては。

●　予算のことがあるならば、毎号ではなく、この号はカ
ラーにして伝えたいという号など、年に１回のカラー
化にしては。

●　親や祖父母は見ていても、子どもは見
ていないことが多い。

●　文字の多さや内容の難しさで、パラパ
ラめくって途中であきらめてしまった。

●　学校の目につく場所にあると認識する
ことが増えると思う。教室内など。

●　思い切って紙での発信をやめて、ツ
イッターなどのSNSで発信しては。

●　現状のままカラー化しても色数が増えただけ
で読みにくいので、カラー化するならばレイア
ウト等を工夫する必要があると思う。

●　例えば、漫画は白黒だが内容によってインパク
トを受けるので、内容にインパクトがあれば白
黒でも手にとるのでは。

これまで読んだことは?
読んでもらうための配付場所は?
これまで読んだことは?
読んでもらうための配付場所は?

議会だよりって
どう思う?



委員会レポート
常任委員会が調査を行ったものや特別委員会での協議内容の概要を報告します！

委員会レポート
常任委員会が調査を行ったものや特別委員会での協議内容の概要を報告します！
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企画総務委員会

まちづくり総合計画策定に
関する特別委員会

新南陽総合支所庁舎整備基本方針の説明

「周南市まちづくり総合計画後期基本計画に関する決議」を受けての市の対応は

　3月9日に開催した委員会で、執行部から報告を受けました。
◆　執行部の説明（要旨）◆
　新しい新南陽総合支所の位置については、西消防署用地を除く旧新南陽総合支所の敷地内での整備を想定している。
　令和2年度から、住民説明会を開催し、さまざまな意見を伺いたいと考えている。その地域住民からの意見を踏まえ、
整備方針を最終決定し、令和3年度から5年度にわたり、基本計画、基本設計、実施設計を作成する。そして、6年度か
ら敷地造成工事を行い、7年度から8年度に建設工事を行う予定にしている。
　新南陽自治会連合会においては、「新南陽総合支所に関する新南陽自治会連合会検討委員会」を設置し、地域住民の
意見集約をされ、令和2年1月29日、市長あてに「新南陽総合支所整備計画に関わる要望書」の提出がされたところである。

　令和元年12月定例会において、第２次周南市まちづくり総合計画後期基本計画に対する意見63件を委員会決
議とし、さらに議会決議としました。
　その後、２月10日に開催した委員会で、議会決議に対する市の対応について説明を受け、質疑を行いました。

問　財政計画との関係は。
答　令和2年度当初予算には本事業に係る予算は計上して
いないが、住民説明会を行うこととしている。令和３
年度から具体的に基本計画の策定経費を予算化してい
きたい。

問　新南陽自治会連合会からの要望書は、単位自治会等の

問　公共施設再配置計画を着実に推進していき、不退転の
決意を持って全力で取り組んでいくとあるが、市の姿
勢を示す上でも、誰のためになぜそうするのか明確に
すべきではないか。

答　市民益を一番に考え、市民益の確保という視点を入れ
るよう検討していきたい。

問　「日常をときほぐす観光」が、観光分野の最重要課題
であるなら、その言葉を分野別計画の基本方向に入れ
ることはできないか。

答　言葉としては、重点推進プロジェクトの中に記載して
おり、内容としては、分野別計画の推進施策の展開に
記載された体験交流活動等に含まれる。「日常をとき
ほぐす観光」の対象エリアは中山間地域と考えており、

意見も集約されているのか。
答　新南陽自治会連合会には4支部あるが、そ
れぞれの支部で臨時総会を開催し、意見集
約をした後、検討委員会で内容を検討した
と伺っており、4支部の総意であると考え
ている。

全体的な内容を記載する基本方向での記載は難しいた
め、第３期周南市観光ビジョンの中で記載し、取り組
んでいきたい。

問　地域の夢プラン実現のため、地域経営組織の構築に向
けて、「県等と連携して支援する」とあるが、具体的
にどのような内容か。

答　現在、中山間地域においては、県がやまぐち元気生活
圏づくりとして、夢プランの作成や実践等
地域づくりを総合的にサポートする専門家
の派遣、地域の拠点、基盤整備にかかる費
用の助成を行っており、県等と連携しなが
ら推進していきたい。

新南陽総合支所
及び西消防署庁
舎整備について

中心市街地活性化
対策特別委員会 中心市街地活性化に向けて次のステージへ
　1月14日に開催した委員会で、中心市街地活性化基本計画（2期）について執行部から報告を受けました。
◆　執行部の説明（要旨）◆
　中心市街地の目指す都市像として、まちづくりの理念を「まちの資源を活かした、だれもが主役となれるまち、パー
クタウン周南」としている。また、基本方針として、「賑わいと楽しさのあるまちづくり」と「利便性と快適さのある
まちづくり」の2つを大きく掲げている。
　計画期間は令和2年4月から令和7年3月までの5年間で、計画区域は動物園、文化会館及び美術博物館を含めた約
149ヘクタールである。
　中心市街地活性化の目標として、「みんなが行きたくなる、魅力あるモノ・コトがあふれるまち」と「みんなが快適
に過ごせる、歩きたくなるまち」を掲げ、達成するために93事業を計画に位置づけている。今後は、3月下旬に内閣府
の認定を受けることを目指す。
問　まちづくりの理念が、1期計画時のものから変更され
ているが、なぜか。

答　1期計画では、駅前広場や南北自由通路などのハード
事業が多かったが、2期計画では、ソフト事業を多く
掲載している。1期計画で整備した都市基盤などのま
ちの資源を生かすために、変更した。

問　1期計画で未実施の6事業については、2期計画に引き
継がれるのか。

答　現状、事業実施の見通しが立たないため、2期計画に
は掲載しない。

問　物販・サービス業等新規出店数における目
標出店数83件のうち、市街地再開発事業
で建設されるビルには、何店舗入ると見込
んでいるか。

答　約10店舗を予定している。
中心市街地
活性化について

意見書・決議

企画総務委員会

環境建設委員会

徳山大学から、大学改革の方向性についての中間報告書提出

一般廃棄物（ごみ）処理基本計画後期計画案の説明

　2月4日及び2月27日に開催した委員会で、執行部から報告を受けました。
◆　執行部の説明（要旨）◆
　市はこれまでに、庁内検討会議の設置、徳山大学の基礎的データの収集、経営状況について聞き取りを行ってきた。
　徳山大学においても、現在の学部の強みや課題の洗い出し、今後、大学に求められる新たな学部学科は何かを検討す
るために学部学科改編検討会議を設置し、令和元年度中に一定の考え方をまとめる予定である。
　市としては今後、企業等人材ニーズの把握、新たな学部学科の設置や教育活動に必要な情報収集などについても、大
学と協力しながら調査検討を行っていきたい。
　そして、調査等の結果をもとに外部有識者会議を開催し、御意見等をお聞きしながら検討を進める予定である。
　また、令和2年2月末に徳山大学から改革の方向性についての中間報告書が提出されたところである。

　3月9日に開催した委員会で、執行部から、説明を受けました。
◆　執行部の説明（要旨）◆
　今回策定する計画は、現在の計画における目標達成度合いや進捗状況を検証し、必要な見直しを行い、今後の取り組
む施策を明示するもので、現在の計画の後期計画として位置づけるものである。
　まず、家庭系ごみの1人1日当たりの排出量は、平成30年度と比較して減少しているが、現状の課題として、燃やせ
るごみの一層の発生・排出削減と、資源物への分別を促進する必要があると考えている。
　次に、1人1日当たりの燃やせるごみの排出量を、令和6年度までに、分別協力や、水切りの徹底などの生ごみ対策、
食品ロスを削減する取り組みなどにより、現状から約55グラム削減することを目標としている。
　本計画に掲載した数値目標を踏まえて、目標とする姿、「みんなでつくる循環型社会のまち・周南」の実現を目指す
ため、施策の基本方針として、「環境教育・啓発の推進」、「3Rの推進と廃棄物の適正処理」の2つを掲げ、「環境教育・
啓発の推進」の柱として5点、「3Rの推進と廃棄物の適正処理」の柱として9点の施策を掲げている。

問　調査委託料を外部委託としなくても市の職員で対応で
きるのではないか。

答　外部の有識者の専門的な知識や、コンサルティング業
者の幅広いネットワークを生かしながら、できるだけ
フラットな検討を、スピード感を持って行いたいと考
えている。

問　新年度からの取り組みは。
答　学部学科の想定がされれば、それに対するシミュレー
ションを行う。それを細かく分析し、資料づくりをし
て、外部有識者会議にかけるために調査委託のプロ
ポーザルを実施したい。

問　徳山大学の建物の耐震化率は。
答　いずれ解体する予定の建物や、老朽化が著しい建物に
ついては工事を行わずに残しているものもあるが、今
後も使う建物については、耐震化は完了している。

問　中間報告とのことだが、未報告の内容は何か。また、
完成した報告はいつごろ出るのか。

答　学部学科の改編については、学内の検討会議で3月末
を目標に検討されている。市への正式な報告はその後
ということになる。

問　高齢者へのゴミ出し支援について、どのように考えて
いるか。

答　本計画における施策の一つとして、高齢者、障害者等
へのごみ出し支援を掲げている。ごみ出しに困ってい
る高齢者が多いということも聞いているので、ごみ出
しに対するサービスについても、継続的に調査・研究
していきたいと考えている。

問　新聞・広告などの紙類の分別に集中して取り組むべき

一般廃棄物（ごみ）
処理基本計画
後期計画

と考えるが、どうか。
答　クリーンリーダーの研修会や、出前トーク
などで現状を伝え、特に新聞・広告などの
重量がかさむもの等については、しっかり
分別するように啓発を進めていきたいと考
えている。
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　周南市議会では、積極的に情報発信を行い、本市の特色あるさまざまな事業について、全国各地か
らの行政視察を受け入れています。
　令和元年度の受け入れ件数は80件（73団体）で、34都道府県から延べ582人が視察に訪れました。
受け入れ件数の多かった視察項目をご紹介します。

順位 視　察　項　目 件数

1 徳山駅前賑わい交流施設 18件

2 公共施設再配置の取り組み 10件

3
道の駅ソレーネ周南の運営
議会運営と議会改革

7件

4 水素利活用の取り組み 6件

5 新庁舎建設事業 5件

令和元年度　視察項目トップ５
来館者でにぎわう徳山駅前賑わい交流施設

公共施設再配置の取り組み（座学の様子）水素ステーションでの視察の様子道の駅ソレーネ周南での視察の様子

市議会からのお知らせ
■　6月定例会について

■　ケーブルテレビ議会中継 ■　インターネット議会中継

現在の議員の任期が令和2年6月19日までとなっ
ており、令和2年6月定例会の日程は改選後に協議
されます。
決定次第、市議会ホームページでお知らせします。

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、現在、他都市への行政視察は全国的に自粛されています。

本会議の様子を生中継します。
一般質問については、再放送および再々放送を行
います。
（なお、再々放送は、CCS・メディアリンクで放映）

委員会の様子を録画放送します。
２時間程度にまとめた番組を録画放送します。

本会議の生中継と録画放送をインター
ネットで配信しています。
録画放送は、本会議の3～4日後から
視聴できます。
※スマートフォンからも視聴できます

　直近に開催される会議予定や本会議や
委員会の会議録など、市議会に関する情
報を発信しています。

　放送の日程は、市議会ホームページでお知らせ
します。

ケーブルテレビ
中継日程

インターネット
議会中継

周南市議会
トップページ

★ＣＣＳ　………………　デジタル　111Ch
★Ｋビジョン　…………　デジタル　123Ch
★メディアリンク　……　デジタル　122Ch
　※メディアリンクの録画放送は　121Ch


